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プログラムマニュアル



1

｢税込み価格｣の場合

① ダウンロードしたプログラムで、現在の販売
価格｢税込み価格｣から｢新税抜き価格｣を作成。

② 現税率の売価はそのままに、作成した｢新税抜き
価格｣に新税率(8%)を掛けて｢新税込み価格｣を
作成します。

③ 作成した｢新税込み価格｣のまるめ作業
（売価を見た目が良い数字にまるめます）

④ 2014年4月1日税改正日に、税率「8％」に
設定変更します。

⑤｢単価代入｣ツールで、作成した｢改正後価格｣と
｢5％の税込み価格｣を入れかえます。

※セール価格や、セット価格、ミックスマッチ等の
価格変更を行います。

｢税抜き価格｣の場合

① ダウンロードしたプログラムで、現在の販売
価格｢税込み価格｣から｢新税抜き価格｣を作成。

② － － － －

③ 作成した｢新税抜き価格｣のまるめ作業
（売価を見た目が良い数字にまるめます）

④ お店のタイミングで｢新税抜き価格｣を
適用します。

⑤ 各種設定変更
（部門の税種別の設定は特に重要になります）

⑥ 2014年4月1日税改正日に、税率「8％」に
設定変更します。

※セール価格や、セット価格、ミックスマッチ等の
価格変更を行います。

BCPOS消費税対応臨時プログラムの利用手順

利用手順

はじめに商品価格を｢税込み価格｣、｢税抜き価格｣のどちらか選択します。

※無料税改正対応プログラムは、一部機能制限をもうけております。すべての機能をご利用頂くには、
BCPOSのバージョンアップを行う必要がございます。



2

消費税転嫁対策措置法が2013年10月1日より施行されました。
プライスカード・ラベルの表示方法を変更されますか？

￥ 1,050 ￥ 1,000

1,050 円
(税込)

1,050 円
消費税 50円

1,050 円
税抜 1000円

｢消費税転嫁対策措置法2013/10/01より実施｣に含まれる｢税込み価格(総額表示)義務の緩和｣に
よって、消費税が改正される度にプライスカード・ラベルの張替えがお店の負担となる事から、
｢税抜き価格の表示｣が可能となります。

ラベル印字 例 ラベル印字 例

プライスカード 例 プライスカード 例

カスタマディスプレイ表示 例 カスタマディスプレイ表示 例

販売画面 例 小計画面 例 販売画面 例 小計画面 例

別冊｢税込み設定偏｣を参照

｢税込み価格(総額表示)｣販売
税改正時の張替え有り

｢税抜き価格｣販売
税改正時の張替え無し

｢税込み価格(総額表示)｣のプライスラベ
ル、レジ画面・ディスプレイ表示

｢税抜き価格｣のプライラベル
レジ画面・ディスプレイ表示

1,000 円
(税抜)

1,000 円
税込1,050 円

1,000 円
+50 円(税)

お店の表示価格(税抜き価格・税込み価格)の選択

はじめに
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■■ 税抜き設定偏 ■■
BCPOS消費税対応臨時
プログラムマニュアル

2014/04/01BCPOS消費税対応臨時版

総額表示＞税抜き価格(8%)表示
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まるめ設定について ① (税抜き価格作成・消費税額表示)

① ｢税抜き価格｣計算時の端数処理が現在の設定で良いか、下記手順で確認します。
｢開始メニュー｣＞｢F6 基本設定｣＞｢F2 全般設定｣ ＞｢初期｣-（税金計算）

現在の販売価格から｢税抜き価格｣を作成します。

税抜き価格編

まるめ設定編

￥6267313円313.3333333￥6580切捨て

￥6266314円313.3333333￥6580切上げ

税抜き価格
税込価格－税金（まるめ）

税金額
税込価格ｘ5÷105

税金
（まるめ）

税込価格
(総額表示)

｢税金計算｣設定
全般設定＞初期

-- 税抜き価格を算出する際は、以下の計算式で算出しています。--
計算例）税率5％
税込価格×5（現税率）÷105 ＝ 税金額＜端数処理＞Ⓐ
税込価格－税金額Ⓐ＝税抜き価格、となっていますので、
｢税金計算｣の端数処理を（切捨て）にする事で、算出される税抜き価格の端数処理は切上げとなります。

｢税抜き価格｣を作成する上で、銭単位(円以下の小数点)の｢まるめ処理｣設定を行います。

税抜き運用の切換日について。

税抜き運用にする場合、月初(1日)以外の日に運用を切り換え
ると、日報・月報の売上表示等が、｢外税売上｣｢内税売上｣・・
等分離されてわかり難くなりますので注意してください。
また右図｢総額設定｣＞｢詳細設定｣＞｢粗利計算額｣を
｢税込み(総額)｣設定していた場合、｢税抜｣となりますので
注意してください。
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｢開始メニュー｣＞｢F6 基本設定｣＞｢F2 全般設定｣＞税金計算

【税改正マスタ金額設定】
｢税改正マスタ金額設定｣で作成される｢税
抜き価格｣のまるめ設定。
作成された｢税抜き価格｣を元に改正後の価
格を作成します。

切上
四捨
五入

切捨
端数処理.

.基の値

922円922円921円921.510･･･円

922円921円921円921.410･･･円

税金計算の設定 例）
￥921.410･･･の場合。

税金計算のまるめ設定（小数点以下）は、下記の場所に適用されます。

【商品登録】
｢商品登録｣で自動で作成される｢税抜金額｣
または｢税込金額｣のまるめ設定。

まるめ設定編

改正後価格作成の為に、まるめ設定を変更した場合の注意点
税抜き価格(総額表示しない) 運用時の税計算方法と｢レシート｣

商品の単品に税金が含まれていないので、消費税額を算出する為
の、税計算時における、端数(小数点以下)のまるめ設定。

まるめ設定について ② (税抜き価格作成・消費税額表示)

税抜き価格編
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税込み価格(総額表示)から、税抜き価格にする際の注意点

・｢開始メニュー｣＞｢Ｆ6 基本設定｣＞｢F3 総額設定＞｢詳細設定｣で、税込み(総額)設定されている項目
は、全て｢税抜き｣となります。(右図参照)
※｢総額設定｣の詳細設定は、税込み価格(総額表示)
設定にした際に適用される項目となります。
税抜き設定の場合、こちらの設定は無視されます。

・年報の計算が、今までは税込みになっています
ので、期に関わらず運用変更前と変更後で分けて
ください。（TenpoVisorの期間集計も同様です）

・部門マスタの税区分をご確認ください。
（P-30｢税種別の一括変更｣を参照）
（税区分が内税になっている部門の商品を登録す
る場合、商品登録画面で税区分のデフォルト設定
が内税となります。）

下図｢小計画面｣の｢税金｣or｢合計(売上+税金)｣ 計算時、1円以上のまるめ設定を行います。

小計画面の税金計算(税込み運用時はありません)時における端数処理設定
※この設定は、税抜き価格運用前に設定しても、総額表示運用には影響しません。

まるめ設定編

まるめ設定について ③ (小計時の税金計算)

税抜き価格編

4,556円

4,556円

4,555円

なし 100101
まるめ.

.端数

5,000円4,600円4,560円切り上げ

5,000円4,600円4,560円四捨五入

4,000円4,500円4,550円切り捨て

例－1）
￥4555.52の、各まるめ+端数処理を行います

｢開始メニュー｣＞｢F6 基本設定｣＞｢F2 全般設定｣＞小計

【 税金】

外税税金に対してまるめを

行います。

【 合計(売上+税金) 】

合計金額に対してまるめを

行います。

まるめ

対象

1、10、100、1000の単位

から選択します。
単位

単位(下記)で指定した位を

切捨、四捨五入、切上から

選択します。

条件

使用【する】【しない】
機能
使用
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【初回起動時】 BCPOS消費税対応臨時プログラムについて①

BCPOS消費税対応臨時プログラムは、現在｢総額表示（税込み価格）｣運用の場合に、
下記プログラムが表示されます。
※税抜き運用時は、現在の価格がそのまま利用可能ですので、下記プログラムは表示
されません。

初回起動時は、｢既存の【税抜き価格】を残し、【新税込価格】を作成します｣
（現在商品マスタに値段が入っている商品の価格は変更されません。）

価格作成編

税抜き価格編

① 「総額表示」または「税抜き」運用のチェックを行います。

② 4月1日以降の運用を「総額(内税)」をクリックします。

③ 現在の税込み価格（売価）から、現税率の税抜き価格を作成する上で、既存の「税抜き価格」
を保存するか、上書きするか尋ねられます。

商品マスタ登録時以降に、値下げや値上げをし、商品マスタをＣＳＶで取り込んだ等で、
現在の税込み価格と、税抜き価格の整合性のあっていない商品がある場合がございます。

※今現在の売価から税抜き価格を作成するのが、一番正確な方法となりますので、上段
の「全商品の税抜き価格を作成」に☑を入れる事を推奨します。
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【初回起動時】 BCPOS消費税対応臨時プログラムについて②

再度、改定後価格を作成する場合は、マニュアルを確認
してから、デスクトップの｢BCPOS消費税対応臨時プロ
グラム｣で起動してください。

価格作成編

税抜き価格編

④ 価格作成ツールが起動します。
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【初回起動時】臨時プログラム① －既存｢税抜き価格｣について

※ 表示される｢差｣は

（税抜き価格<現在の販売価格>）－（既存の税抜き価格×現税率<5%>）＝差を表示しています。

この｢差｣の欄に表示された商品は、商品マスタ登録時以降に、値下げをした(-表色)、値上げをした(緑色)、
商品マスタをＣＳＶで取り込んだ等、整合性のあっていない商品となりますので、確認してください。

既存の｢税抜き価格｣を無視して、｢現在の売価（税込み価格）｣から、税抜き金額を作成するには、｢Ｆ1 終
了後｣デスクトップのショートカットをクリックして、プログラムを再起移動してください。
※今現在の売価から税抜き価格を作成しますので、一番正確な方法となります。

商品マスタにある｢現在の税抜き価格｣

｢税抜き価格 0円｣の商品に、｢現在の売価（税込み価格）－ 5％（現在率）｣で｢新税抜き価
格｣を作成しました。（既存の税抜き価格に変更はありません）

差について
現在の税抜き金額に現税率(5%)を掛け
て、算出した税込み金額と
現在の税込み価格との差異を表示して
います。
※商品マスタの税込み価格と税抜き価
格の整合性が合っていない商品は｢差｣
の欄に表示されます。

価格作成編

税抜き価格編

｢税抜き価格が整備されました。

Ｐ-12を参照して、税抜き運用への変更と、2014年04月01日に｢税率5％｣から
｢税率8%｣へ変更します。
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【初回起動時】臨時プログラム② －新税抜き価格のまるめ設定

① 「F5 確認」でリスト表示します。
部分修正を行う場合は、修正したい
｢税抜き価格｣をクリックして修正し、
「F10 実行」をクリックしてくださ
い。

作成した｢新税抜き価格｣のリストを部分修正し反映させます。

■再度、改定後価格を作成する場合は、デスクトップの
｢BCPOS消費税対応臨時プログラム｣で起動してください。

② リスト右側のチェックBOXに☑を入
れて画面下｢F4 削除｣をクリックする事
で、リストから除外され｢改正後価格｣は、
適用されません。

③ リストを確認して問題がなければ、
「F10 実行」で、｢税抜価格｣が保存され
ます。

※ 再度このプログラムを使用して「F12 実行」を行うと、
作業は上書きされます。

価格作成編

税抜き価格編
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無料税改正対策臨時プログラムをデスクトップのショートカットから再度起動して｢F5 確
認｣を押すと、｢税抜き価格を上書きする｣ボタンが表示されます。

【再表示】臨時プログラムについて

現在の商品マスタに｢税抜き価格｣が、
入っており｢税込価格｣（販売価格）と
整合性（税抜き×消費税率）があって
いない場合｢既存税抜価格を使用しな
い｣に☑を入れる事で、現在の｢税込価
格｣に｢現在の税率｣で計算し｢税抜き価
格｣を算出しています。

※今現在の売価から税抜き価格を作成
しますので、一番正確な方法となりま
す。

※ ｢□既存税抜価格を使用しない｣にチェックを入れない場合に表示される｢差｣は

（税抜き価格<現在の販売価格>）－（既存の税抜き価格×現税率<5%>）＝差を表示しています。

この｢差｣の欄に表示された商品は、商品マスタ登録時以降に、値下げをした(-赤色)、値上げをした(緑色)、
商品マスタをＣＳＶで取り込んだ等、整合性のあっていない商品となりますので、確認してください。

Ⓑ 商品マスタの税抜き価格はそのまま
に、0円の税抜き価格だけ、現在の税込
み価格から算出した、新税抜き価格をひ
表示しています。
｢差｣は、現在の税抜き金額に現税率
(5%)を掛けて、算出した税込み金額と
マスタ上の税込み価格との差異を表示し
ています。

※商品マスタの税込み価格と税抜き価格
の整合性が合っていない商品は｢差｣の欄
に表示されます。

商品マスタにある｢現在の税抜き価格｣
+

｢新税抜き価格’｣

商品マスタにある｢現在の税込み価格｣
を｢現在の税率｣で作成した｢税抜き価格｣

※部分修正等は、前項を参照して行い｢F10 実行｣で、商品マスタへ反映されます。

｢税抜き価格を上書きする｣に☑を入れた場合。

｢税抜き価格を上書きする｣にチェックを入れない場合。

価格作成編

税抜き価格編
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税抜き運用への設定変更
作成した｢税抜き価格｣の税種別を外税に一括変更します。
税抜き運用を開始する前に、商品の表示価格｢プライスカード等｣の整備をしてください。

税抜き価格編

① ｢開始メニュー｣＞ ｢F2 全般設定｣＞｢初期｣＞｢総額表示設定｣を｢しない｣にして「F10 更新」します。

以上で税抜き運用となりました。

※商品マスタや部門マスタ等の、税種別の変更もすでに行われています。

4月1日以降に下記税率変更を行ってください。

改正日
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【ラベルプリンター使用時】について

ラベルプリンター使用時

税抜き価格編

① ｢開始メニュー｣＞｢Ｆ9 メンテナンス｣＞｢Ｆ4 商品ユーティリティー｣＞｢単価代入｣を開きます。

② ｢商品単価フィールド複写ツール｣が開きます。
1-｢複写元価格フィールド｣を【 金額4(税抜き売価)】にします。
2-｢複写先価格フィールド｣を【 金額10（税込売価）】にして ｢Ｆ10 実行｣をクリックします。

※ この操作を行うと、今までの売価（税込み金額）が失われますので、必ず｢バックアップ｣をとってから｢Ｆ10 
実行｣をしてください。

BCPOSver2.5以下のプログラムでは｢消費税導入｣及び｢総額表示義務｣に対応したプロ
グラムで、プリンターのプログラムが、基本的には｢総額表示対応版｣となっております。
（※消費税導入以前は、ラベルパターンが売価だけであった）
複数の金額を持っているBCPOSは、ラベルに金額を印字する場合｢税込み価格｣の
フィールドにある金額を印字します。
よって、｢税抜き価格｣のラベル印字を行う際には、作成した｢税抜き金額｣をコピーして
｢税込み価格｣のフィールドへ貼り付ける必用がございます。
下記手順で、コピー＆ペーストを行ってください。

商品登録時の注意点
｢商品登録｣時には、｢税込金額｣と｢税抜き金
額｣を同じにしてください。（税込み金額がラ
ベル印字されます。）

ラベル印字パターン
ラベル印字プログラムは、
基本的に｢総額表示｣用となっていますので、一番上段の
｢合計金額のみ＝税抜き価格｣が使用可能です。
※店舗内や、レジ前等に、税抜き価格である事を明示する
事が義務付けられております。
また、税込み税抜き価格が混在する場合、金額だけの表示
は、義務違反となるおそれがございますので、ご注意くだ
さい。

（ 印字例 ）
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